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都市計画道路

下居大久保線が全線開通
ヽ
俗

言
硲

入穴居ペ
バ

　
こ
の
ほ
ど
、
市
南
部
の
幹
線
道
路
と
し
て
開
通

か
待
た
れ
て
い
た
都
市
計
画
道
路
「
下
居
大
久
保

線
」
が
完
成
、
十
月
二
十
六
日
に
開
通
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
名
木
川
沿
い
の
散
策
路
「
名

木
川
遊
歩
道
」
も
併
せ
て
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

植
物
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス

　
こ
の
た
び
都
市
計
画
道
路

「
下
居
大
久
保
線
」
が
全
線
完

成
し
、
通
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
市
で
は
都
市
基
盤
整
備
の
重

点
施
策
と
し
て
、
都
市
計
画
に

基
づ
く
道
路
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
下
居
大
久
保
線
は

市
役
所
の
南
、
琵
琶
台
交
差
点

か
ら
大
久
保
小
学
校
南
側
を
結

ぶ
幹
線
道
路
と
し
て
、
昭
和
五

十
四
年
度
に
着
工
。
総
工
費
七

十
六
億
二
千
五
百
万
円
を
掛
け
、

幅
十
六
メ
ー
ト
ル
、
延
長
二
千

八
百
六
十
メ
ー
ト
ル
の
道
路
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
全
線
開
通

に
よ
り
、
府
道
宇
治
淀
線
の
渋

滞
緩
和
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、

植
物
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
十
六
日
出
午
前
九
時
二
十

分
か
ら
大
久
保
小
学
校
で
行
わ

れ
た
開
通
式
に
は
、
百
五
十
人

が
出
席
。
池
本
市
長
は
「
今
後

と
も
交
通
緩
和
は
も
と
よ
り
、

歩
行
者
の
安
全
に
配
慮
し
た
、

一

χ
い
’
・
ｙ
ン

ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
臨
み
ま

し
た
。

名
木
川
遊
歩
道
も
開
通

　
下
居
大
久
保
線
の
開
通
に
合

わ
せ
、
名
木
川
遊
歩
道
も
全
線

で
使
用
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の

道
は
、
大
久
保
小
学
校
か
ら
植

物
公
園
ま
で
の
名
木
川
沿
い
に

散
歩
道
を
整
備
し
、
潤
い
と
や

す
ら
ぎ
の
あ
る
水
辺
空
間
を
提

供
し
よ
う
と
、
平
成
三
年
に
着

工
し
た
も
の
。
延
長
千
三
百
メ

Ｉ
ト
ル
の
沿
道
に
は
、
緑
鮮
や

か
な
木
や
季
節
の
花
が
咲
く
草

木
が
植
え
ら
れ
た
り
、
水
辺
に

近
付
く
こ
と
の
で
き
る
親
水
護

岸
が
設
け
ら
れ
た
り
し
、
趣
の

あ
る
散
策
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
植
物
公
園
へ
お
越
し
の
際
、

一
度
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で

防
災
の
カ
ナ
メ
は
初
動
態
勢 うし年ファミリー

　　大募集

本紙9年1月11日号で紹介

　
呼
月
二
寸
Ｅ
５
５
^
;
ｃ
ｗ
ｆ
ｌ
＆
ｊ
ａ
ｉ
５

議
員
小
選
挙
区
選
出
選
挙
の
結

果
、
京
都
第
六
区
で
は
玉
置
一

弥
さ
ん
（
新
進
党
）
が
当
選
し
ま

し
た
。
な
お
、
宇
治
市
で
の
投

票
率
は
五
五
・
四
〇
％
で
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
行
わ
れ
る

卜
府
警
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
か
ら
の
救
助
訓
練

　
十
月
十
三
日

前
、
西
宇
治
公

園
隣
接
地
で
、

地
元
住
民
や
関

係
団
体
な
ど
八

百
人
が
参
加
し

総
合
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
訓
練
は
、

大
震
災
に
備
え
、

初
期
対
応
能
力

を
高
め
防
災
関

係
機
関
相
互
の

連
携
を
強
め
る

こ
と
、
訓
練
を

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

『
初
期
消
火
訓
練
。
万
一
の
際
、

こ
の
経
験
が
生
き
て
き
ま
す

通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
啓
発

と
注
意
を
喚
起
し
よ
う
と
行
わ

れ
た
も
の
。
訓
練
は
、
京
都
府

南
部
で
震
度
六
か
ら
七
の
大
地

震
が
起
こ
り
、
西
小
倉
地
域
で

多
く
の
家
屋
が
倒
壊
、
負
傷
者

が
多
数
発
生
す
る
な
ど
、
被
害

が
拡
大
し
て
い
る
と
の
想
定
で

午
前
九
時
に
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に

地
元
住
民
の
皆
さ
ん
が
会
場
へ

避
難
し
、
消
火
器
に
よ
る
消
火

訓
練
を
実
施
。
一
方
、
池
本
市

長
を
本
部
長
と
す
る
宇
治
市
災

害
対
策
本
部
が
、
京
都
府
災
害

対
策
本
部
に
古
食
活
動
を
要
咳

次
い
で
、
倒
壊
し
た
ビ
ル
や
自

動
車
を
置
い
て
災
害
現
場
を
再

現
し
た
会
場
で
、
救
出
救
助
や

消
火
訓
練
、
医
療
救
護
活
動
、

◆
応
募
方
法
・
：
は
が
き
に

①
住
所
　
②
家
族
全
員
の

氏
名
と
生
年
月
日
　
③
電

話
番
号
　
④
我
が
家
の
簡

単
な
Ｐ
Ｒ
を
書
い
て
、
1
1

月
1
8
日
囲
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
市
役
所
広
報

課
（
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
：
広
報
課

（
容
内
線
2
0
6
9
）
。

　
な
お
、
選
考
の
上
、
結

果
は
応
募
者
に
連
絡
し
ま

す
。

ト
救
急
救
命
士
ら
が
負
傷
者
を

　
応
急
処
置

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
係
す
る
企

業
・
団
体
の
応
急
復
旧
訓
練
な

ど
が
、
本
番
さ
な
が
ら
に
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
こ
の
訓
練
を
通
し
て
、

防
災
対
策
に
は
行
政
や
関
係
機

関
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
適

切
な
初
動
態
勢
が
大
切
で
あ
る

と
認
識
、
今
後
三
者
が
一
体
と

な
っ
た
防
災
対
策
の
充
実
と
強

化
に
努
め
て
い
く
考
え
で
す
。

◆
宇
治
市
政
だ
よ
り
1
1
月
1
1
日
号
は
1
1
月
1
0
日
脚
に
新
聞
折
り
込
み
し
ま
す
◆

16
9

一

　 　

一

ｆ］一

　
斑
年
生
ま
れ
の
人
が
二

人
以
上
い
る
、
牛
を
飼
っ

て
い
る
な
ど
牛
に
か
か
わ

０
　

の

ｒ
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ら
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歎
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茸
課
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扶
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言
吉

日
・
且
」
百

～
落
勺
濠
１
居
汐

辞
票
で
１
　
苛
冪
た

⑤
才
し
年
フ
頌
毎

瀋
晋
万
回
漕
家

こ
そ
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大にぎわいの植物公園
10月26日(土)開園しました

Ｉ
美
し
い
花
と
水
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
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一

　
十
月
二
十
六
日
出
、
開
園
し
た
植
物
公
園
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

待
ち
に
待
っ
た
植
物
公
園
を
見
よ
う
と
多
く

の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。
当
日
は
緑
化
フ
ェ

ア
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
、
秋
の
一
日
、
緑
の

中
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

■
１
１
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
一
１
Ｓ
－
Ｉ
１
－
1
1
1
1
1
1
－
１
１
－
1
1
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
－
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
1
1
1
1
ｔ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
6

　
一
般
公
開
を
前
に
行
わ
れ
た

開
園
式
で
は
、
池
本
市
長
を
は

じ
め
、
議
会
や
市
・
府
の
関
係

者
、
樹
木
の
寄
贈
を
受
け
て
い

る
友
好
都
市
ス
リ
ラ
ン
カ
ー
ヌ

ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
、
中
国
・
咸
陽

市
、
カ
ナ
ダ
ー
カ
ム
ル
ー
プ
ス

市
か
ら
の
使
節
な
ど
が
出
席
し
、

植
物
公
園
の
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。
池
本
市
長
は
「
「
み
ど
り

の
文
化
の
拠
点
」
と
し
て
、
市

民
に
広
く
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

公
園
と
な
る
こ
と
を
念
願
し
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
午
後
○
時
四
十
五
分
か
ら
の

１
池
本
市
長
が
あ
い
さ
つ

連
れ
や
、
ご
近
所
・
友
人
同
士

な
ど
多
く
の
市
民
や
、
ま
た
市

外
か
ら
の
入
場
者
が
訪
れ
ま
し

た
。
緑
化
フ
ェ
ア
の
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
ん
だ
り
、
緑
の
休
息
所

（
温
室
）
の
木
々
に
見
入
っ
た

り
。
や
は
り
一
番
の
注
目
は
、

中
央
正
面
の
花
と
水
の
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
、
菊
で
描
い
た
源
氏
絵

巻
に
み
ん
な
う
っ
と
り
し
て
い

ま
し
た
。

｀
無
　
の
　
要
　
　
　
円
　
園
　
　
　
λ
　
　
ｊ

円
　
は
　
住
ぐ
　
　
　
0
0
　
入
　
　
　
日
　
　
　
9
9

5
0
0
以
心
皿
　
匹
に
　
四
　
　
心

丿
次
市
障
　
大
５
　
　
き
　
　
4
5

上
　
゜
○
の
　
　
　
｀
後
　
　
と
　
　
＆

以
円
　
住
　
円
午
　
　
の
　
　
ぐ

生
　
5
0
　
児
　
在
　
　
　
0
0
　
)
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
園

校
２
幼
内
者
４
時
　
　
ぐ
　
　
公

高
り
の
市
護
車
９
　
曜
日
物

ぐ
生
満
○
介
通
前
　
ｋ
４
植

人
学
未
　
　
の
普
午
　
壹
月
一

大
中
生
人
そ
一
　
一
３
毎
１
せ

一
　
・
　
学
　
の
　
と
　
金
　
間
　
で
　
一
　
ゝ
　
わ

料
小
小
上
丿
料
時
ま
日
日
合

園
ぐ
○
以
り
車
園
時
園
2
8
い

入
人
　
歳
あ
駐
開
４
休
月
間

■
小
料
7
0
件
■
■
は
■
1
2
■

植
物
公
園

　
展
示
会
・
講
習
会

　
先
日
開
園
し
た
植
物
公
園
で

は
、
花
や
緑
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
の
様
々
な
展
示
会
や

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　
〈
菊
花
展
〉

　
栽
培
菊
、
野
菊
な
ど
を
展
示
。

日
本
人
と
菊
の
関
係
、
料
理
な

ど
も
紹
介
し
ま
す
。
▽
と
き
…

1
0
月
3
1
日
俐
～
‥
１
１
一
月
1
2
日
脚

　
〈
盆
栽
展
〉

　
盆
栽
約
3
0
点
の
ほ
か
盆
栽
の

歴
史
や
種
類
、
仕
立
て
方
も
紹

介
し
ま
す
。
▽
と
き
：
1
1
月
1
4

日
俐
～
1
9
日
出

　
〈
菊
を
使
っ
た

　
　
お
料
理
い
ろ
い
ろ
〉

　
菊
を
使
っ
て
作
れ
る
様
々
な

料
理
を
紹
介
し
ま
す
。
▽
と
き

…
1
1
月
1
0
日
前
、
午
後
１
時
半

～
２
時
半
▽
講
師
…
京
都
料
理

研
修
学
校
校
長
・
小
川
英
彰
さ

ん
▽
定
員
・
：
先
着
5
0
人
▽
参
加

費
・
・
・
無
料

″丈匹″

　
〈
小
品
盆
栽
の
作
り
方
〉

　
新
し
い
感
覚
の
イ
ン
テ
リ
ア

と
し
て
人
気
の
小
品
盆
栽
を
育

て
て
み
ま
せ
ん
か
。
▽
と
き
…

1
1
月
1
6
日
出
、
1
7
日
㈲
の
い
ず

れ
も
午
前
い
１
１
一
時
～
正
午
、
午
後

２
時
～
３
時
▽
講
師
・
：
宇
治
盆

栽
会
・
鳥
嶋
昇
さ
ん
、
松
宮
安

男
さ
ん
▽
定
員
・
：
各
先
着
3
0
人

▽
参
加
費
…
無
料

◆
展
示
会
・
講
習
会
と
も
入
園

料
大
人
５
０
０
円
は
別
途
必
要

で
す
。

◆
講
習
会
は
申
し
込
み
が
必
要
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
植

物
公
園
（
広
野
町
八
軒
屋
谷
。

容
4
5
・
0
0
9
9
）
へ
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　
1
1
月
9
日
(
土
)
～
1
5
日
(
金
)

　
消
防
本
部
で
は
、
十
一
月
九

日
㈹
か
ら
十
五
日
㈲
ま
で
の
間
、

「
便
利
さ
に
　
慣
れ
て
忘
れ
る

　
火
の
こ
わ
さ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
を

展
開
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
気
候
と
な
り
ま
す
。

市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
防
火
意

識
を
高
め
火
災
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
の
火
災
は
、
そ
の
大
半

を
住
宅
か
ら
の
も
の
が
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
一
般
家
庭

か
ら
の
防
火
対
策
を
推
進
す
る

平成9年度

保育所入所申請
12月10日(火)から受け付け

初
め
て
の

　
　
入
所
の
場
合

▽
対
象
‥
：
９
年
４
月
１
日
現
在
、

生
後
６
ヵ
月
以
上
６
歳
未
満
の

乳
幼
児
。
保
護
者
が
仕
事
を
し

て
い
る
か
、
病
気
な
ど
で
保
育

が
で
き
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

▽
第
一
次
受
付
日
と
場
所
…
下

た
め
、
消
防
本
部
で
は
こ
の
期

間
、
地
域
に
お
け
る
放
火
対
策
、

高
齢
者
宅
な
ど
か
ら
の
出
火
防

止
、
天
ぷ
ら
な
べ
火
災
防
止
な

ど
に
重
点
を
置
き
、
地
域
で
消

火
訓
練
や
防
火
座
談
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。
積
極
的
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
庭
で
も
火
の
用
心

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
践
し
ま

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い

表
の
通
り
。
や
む
を
得
な
い
事

情
で
こ
の
日
に
申
し
込
み
が
で

き
な
い
人
は
、
1
2
月
1
0
日
脚
か

ら
1
2
月
2
0
日
㈲
の
午
後
５
時
ま

で
に
保
育
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
…
申

込
用
紙
は
‥
１
１
　
　
月
2
0
日
團
か
ら
各

保
育
所
（
園
）
と
保
育
課
で
お

渡
し
し
ま
す
。
申
請
に
は
保
護

者
（
父
母
な
ど
）
の
在
職
証
明

書
な
ど
保
育
が
で
き
な
い
旨
の

証
明
書
が
必
要
で
す
。
お
早
め

に
ご
用
意
を
。

引
き
続
き
入
所
を

　
　
希
望
す
る
場
合

　
九
年
度
も
引
き
続
い
て
入
所

を
希
望
す
る
人
は
、
入
所
申
請

書
と
保
育
で
き
な
い
旨
の
証
明

書
な
ど
を
十
二
月
二
日
側
ま
で

に
、
現
在
入
所
中
の
保
育
所

（
園
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
産
休
明
け
保
育

　
平
成
九
年
二
月
二
日
ま
で
に

出
生
届
の
あ
っ
た
、
ニ
カ
月
以

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

聞
旧

聞
囃

百
万

1
1
月
9
日
は
1
1
9
番
の
日

　
　
い
る
急

　
　
な
え
救
く

回
　
　
え
加
　
゜
し

ｍ
一
　
違
け
か
詳

ま
　
間
付
る
を

１
　
を
ぱ
い
態

き
　
地
れ
て
状
’

と
と
番
あ
え
の
号

る
り
・
が
燃
が
番

す
き
字
標
が
け
話

番
っ
小
目
何
や
電

９
は
・
な
・
｀
気
と

　
か
字
き
は
病
前

１
急
大
大
合
　
｀
名

１
救
　
｀
　
・
場
は
の

１
か
は
に
の
合
た

ｍ
事
所
う
事
場
な

　
火
場
よ
火
の
あ

　
①
②
　
③
　
④

こ
の
日
は
、
市
民
生
活
の
よ
り

一
層
の
安
全
確
保
を
願
い
、
消

防
と
市
民
の
結
び
付
き
を
象
徴

す
る
ダ
イ
ヤ
ル
ナ
ン
バ
ー
に
ち

な
ん
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
を
機
会
に
「
1
1
9
番
」
の
掛

け
方
を
は
じ
め
、
防
火
防
災
に

つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
ま
し

磁日四ぺ勣″皿育皿年９四
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保
　
し

対
　
ひ
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保
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保
保
双
保
保
　
み
　
よ

　
　
さ
治
浦
小
り
幡
野
倉
胞
久
　
ず
　
か

　
　
あ
宇
南
西
登
木
広
小
同
大
　
い
　
な

　
　
園
　
　
園
　
　
園
　
　
園
　
　
園
　
　
園
　
　
園

Ｅ
　
覇
　
作
　
育
　
Ｅ
　
賄
　
作
　
一
万

け
　
　
四
　
　
剛
　
　
保
　
　
一

　　
一
　
　
一
一
Ｊ
　
　
Ｊ
　
　
心

受
　
　
室
　
　
勢
　
　
り
　
　
い
　
　
り
　
　
ず
　
　
か

　
　
三
　
　
伊
　
　
登
　
　
ひ
　
　
く
　
　
い
　
　
な

同
り
　
　
　
　
時
　
　
　
　
．
時
　
　
　
時
　
　
時
　
　
時

田
　
　
時
４
　
　
　
時
４
　
時
４
時
１
時
４

時
　
　

1
0
後
　
　
　
1
0
後
　
1
0
後
1
0
後
1
I

付
　
　
前
午
　
　
　
前
午
　
前
午
前
午
後

受
　
　
午
゛
　
　
午
゛
　
午
゛
午
゛
午

日
　
　
・
1
0
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
1
2

付
　
　
／
㈹
　
　
　
／
伽
　
　
　
　
／
俐

受
　
　
　
1
2
　
　
　
　
　
1
2
　
　
　
　
　
　
　
1
2

圭
八
ヵ
月
未
満
の
乳
児
に
っ
い

て
も
、
保
育
所
入
所
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。
希
望
の
人
は
、

十
二
月
十
日
叫
か
ら
九
年
二
月

三
日
㈲
ま
で
に
保
育
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保

育
所
（
園
）
に
よ
っ
て
保
育
開

始
月
齢
が
異
な
り
ま
す
。

　
　
ｅ
　
　
●
　
　
ｅ
　
　
　
ｓ

○
い
ず
れ
も
、
第
１
次
受
け
付

け
期
間
を
過
ぎ
て
申
請
し
た
場

合
は
、
第
２
次
受
付
の
扱
い
に

な
り
ま
す
。

○
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
す
る

人
は
全
員
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

保
育
課
（
四
内
線
２
３
２
２
）
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号1
4

1
1

第新日ＩＪ
｛

べぐ作1
9

りよだ政市治宇
ｕ－ｕｎ

＝Ｉ＝Ｉ
ｎ－

＝Ⅱ

り
川

3
1
1
1
1

ぐ
Ⅲ

迷
惑
か
け
て
い
ま
せ
ん
か

　
犬
や
猫
な
ど
の
動
物
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
は
人
々
の
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
せ
て
く
れ
ま

す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
不
始
末
や
放
し
飼
い
、
鳴
き
声
な
ど
の
苦

情
が
市
役
所
や
保
健
所
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
一
部

の
心
な
い
飼
い
主
の
無
責
任
さ
に
よ
る
も
の
で
す
。
飼
い
主
は
、
人
と
動
物
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
愛
情
と
責
任
を
持
ち
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
よ
う
。

困
っ
て
い
ま
す
、
犬
の
フ
ン
害

　
犬
の
健
康
を
保
ち
、
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
て
や
る
た
め
に
も
、

散
歩
な
ど
適
度
な
運
動
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
そ
の
散
歩
の
途
中

で
排
せ
っ
し
た
フ
ン
を
そ
の
場

に
放
・
つ
て
お
く
人
が
絶
え
ま
せ

ん
。
犬
の
習
性
か
ら
ほ
ぼ
同
じ

Ｉ
ｙ
Ｗ
－
ｉ
Ｉ
’
Ｉ
！

場
所
で
排
せ
っ
を
繰
り
返
す
た

め
、
そ
こ
に
ハ
エ
が
発
生
し
た

り
、
悪
臭
を
放
っ
た
り
し
て
、

市
に
苦
情
と
し
て
持
ち
込
ま
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
犬
の
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
は

必
ず
袋
を
用
意
し
、
フ
ン
を
持

ち
帰
る
な
ど
、
飼
い
主
が
責
任

μ

を
持
っ
て
後
始
末
を
し
ま
し
ょ

　
ま
た
、
フ
ン
の
始
末
は
猫
も

一
緒
で
す
。
外
に
出
す
場
合
は
、

ト
イ
レ
を
さ
せ
て
か
ら
に
し
ま

飼
え
な
い
か
ら
っ
て

　
　
　
　
捨
て
な
い
で

　
ご
み
を
あ
さ
り
、
所
か
ま
わ

ず
フ
ン
を
す
る
な
ど
、
野
犬
に

関
す
る
苦
情
や
な
ん
と
か
し
て

欲
し
い
と
の
依
頼
は
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
そ
の
野
犬
を
捕
獲

し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
解
決
す

る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
犬

のもいたし接てつ持
か

を
す

情
ま

愛
い

と
て

任
れ

責
ら

　
｀
け

ら
つ

な
し

員
と

一
ん

の
ち

族
き

家
｀

も
犬

ト
のツ

宅
ぺ
お

▲

　
犬
の
病
気
で
最
も
恐
ろ
し

い
の
は
狂
犬
病
。
今
の
と
こ

ろ
治
療
方
法
は
な
く
、
狂
犬

病
に
か
か
っ
た
犬
に
か
ま
れ

発
症
す
る
と
、
犬
も
人
も
Ｉ

〇
〇
％
死
亡
し
ま
す
。

　
現
在
、
狂
犬
病
が
発
生
し

も
好
ん
で
野
犬
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
の
で
す
。
や
は
り
、

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
が
、
生
ま

れ
た
子
犬
を
責
任
を
持
っ
て
育

て
る
か
引
き
取
り
手
を
探
す
か

し
て
、
野
犬
に
し
な
い
よ
う
に

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
野
犬

は
責
任
を
放
棄
し
た
飼
い
主
の

可
哀
想
な
被
害
者
（
犬
）
で
す
。

　
も
し
飼
い
主
が
、
犬
や
猫
に

子
供
を
生
ま
す
予
定
が
な
け
れ

しつけのよい犬は

みんなに好かれます

32
2

5
3

線″ぐ″四鴎

て
い
な
い
国
は
世
界
で
十
数

か
国
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
昭

和
三
十
二
年
ぷ
降
発
生
し
て

い
な
い
こ
の
日
本
で
も
、
い

つ
海
外
か
ら
侵
入
し
て
く
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
注
射
を
し
て
い

な
い
犬
は
、
今
す
ぐ
注
射
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ば
、
動
物
病
院
な
ど
で
避
妊
手

術
や
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ど
う

し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
保

健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
〈
引
き
取
り
〉
　
毎
週
月
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
、
午
前
９
時
～

1
0
時
半
に
宇
治
保
健
所
へ
。
印

鑑
が
必
要
。
費
用
は
無
料
。
問

い
合
わ
せ
は
宇
治
保
健
所
（
昔

2
1
･
　
<
M
i
-
i
a
>
i
-
i
）
へ
Ｏ

宍い
と
で

ヨ事
夜
歩

慾

宍
ご

作
づ

混
ｔ

勃
言

沁
回

宍
記

匠
屁

6
9

3

夜
の
散
歩
時
に
も
必
ず
’
・

コ釦散
七万働丿ス

キ
荒
な
に
よ

を
く
う
し

ミ
な
よ
ま

ゴ
え
う
し

‰
づ
鷺

ン
　
｀
て
い
し

フ
ど
つ
な
ま

づ
詔
昌

宍
諾
諾

７
；
宍

Ｊ
と
愛
ら

皿
訂
印
Ｗ

の
　
｀
ま
　
ヽ
‘

Γ
し
り
し
う

■基本的なしつけとしては次のようなことが

☆命令ばダメ″゛ﾖｼ‥スワレ″など簡単に

☆ほかの人や犬に向かわせない

☆ムダ吠えさせない

☆フンをする場所を覚えさせる

■上手にしつけるコツ

☆｢しかる｣と｢ほめる｣の態度の区別をはっきり表す

　　●･｢しかる｣態度と｢ほめる｣態度の差をはっ

　　　きりつけないと、犬はしがられているの

　　　かほめられているのか、あるいは遊んで

　　　もらっているのかわからず、効果があり

　　　ません。

☆しかるのは、悪いことをしそうな時かした直後に

　　･・犬は時間か経ってからしかられても、な

　　　ぜしかられたかわかりません。

☆都合によってしかったり命令の言葉を変えたりしない

　　●･飼い主の都合でしがったり、命令の言葉

　　　を変えると犬は迷います。

☆体罰は必要最小限に

　　ト過度の体罰は犬の性格をゆがめます。飼

　　　い主であることを認めさせ歯向かわない

　　　ようにしつけるための、必要最小限にと

　　　どめましょう。

る
　
゜

か
　
の

に
匹
ぐ

合
多
よ

場
が
し

す
と
ま

返
こ
　
み

り
る
　
て

繰
あ
え

を
が
考

と
因
く

こ
　
原
よ

い
　
か
　
゛

な
何
か

け
　
｀
　
の

い
　
が
　
る

は
す
す

て
　
で
う

し
　
要
そ

　
｀
必
ぜ

た
も
な

ま
と
が
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烈

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て

　
年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公

加
入
・
変
更
の
手
続
き

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
国
内
に
住
む
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
二
十
歳
以
上
で
ま

だ
加
入
し
て
い
な
い
人
は
将
来

満
額
の
年
金
を
受
け
取
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ

に
加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
結
婚
や
転
職
な
ど

人
生
の
節
目
に
も
届
け
出
が
必

要
で
す
（
左
表
）
　
０

　
あ
な
た
は

　
　
　
何
号
被
保
険
者
？

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
次
の

三
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
・
：
2
0
歳
以
上

6
0
歳
未
満
で
自
営
業
や
農
林
業

な
ど
に
従
事
す
る
人
と
そ
の
家

族
、
学
生

第
二
号
被
保
険
者
・
：
会
社
員
や

公
務
員

第
三
号
被
保
険
者
・
：
第
二
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者

　
こ
ん
な
と
き
に

　
　
　
給
付
さ
れ
ま
す

◆
六
十
五
歳
に
な
っ
た
ら

　
老
齢
基
礎
年
金

　
二
十
五
年
の
資
格
期
間
を
満

た
し
た
人
が
、
六
十
五
歳
に
な

っ
た
ら
受
け
取
れ
ま
す
。
希
望

す
れ
ば
六
十
歳
以
降
い
っ
か
ら

で
も
受
け
取
れ
ま
す
が
、
六
十

四
歳
以
前
か
ら
受
け
取
る
と
減

額
さ
れ
、
六
十
六
歳
以
降
か
ら

受
け
取
る
と
増
額
さ
れ
ま
す
。

◆
病
気
や
け
が
を
し
た
ら

卜
年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す

　
障
害
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
の
加
入
者
が
病
気

や
け
が
で
一
級
か
二
級
の
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。

◆
夫
に
先
立
た
れ
た
ら

　
遺
族
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
た
十
八
歳
未
満
の
子
（
障

害
者
は
二
十
歳
未
満
）
が
い
る

妻
、
ま
た
は
十
八
歳
未
満
の
子

が
受
け
取
れ
ま
す
。

◆
ほ
か
に
、
寡
婦
年
金
な
ど
も

　
あ
り
ま
す

保険料納め忘れてませんか

<国民年金保険料

　　　　　の出張徴収〉

　免除制度などについて

の相談も受けています。

11／6伽　午後1時～４時

　　　木幡公民館
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9年4月入居予定
｢ケアハウスあさぎり｣
　　入居者募集

　
宇
治
市
で
は
平
成
五
年
に
老

人
保
健
福
祉
計
画
を
定
め
、
高

齢
者
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
食
事
な
ど
の
手
助

け
を
受
け
な
が
ら
、
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
ケ

ア
ハ
ウ
ス
が
白
川
鍋
倉
山
に
い

よ
い
よ
開
設
。
名
称
も
「
ケ
ア

ハ
ウ
ス
あ
さ
ぎ
り
」
と
決
ま
り
、

来
年
四
月
か
ら
の
入
居
に
向
け

ト
ー
人
部
屋
の
例

第11回

て
、
十
一
月
一
日
か
ら
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
1
1
月
１
日
㈲
～
９
年
１
月
3
1

日
吻

対
象

　
宇
治
市
に
住
む
6
0
歳
以
上
の

人
【
夫
婦
の
場
合
は
ど
ち
ら
か

】
方
）
で
、
自
炊
が
で
き
な
い

程
度
の
身
体
機
能
の
低
下
や
高

齢
な
ど
に
よ
り
一
人
暮
ら
し
に

不
安
が
あ
り
、
家
族
に
よ
る
援

助
を
受
け
る
の
が
困
難
な
人

募
集
定
員

　
１
人
部
屋
4
6
室
・
、
4
6
人

　
２
人
部
屋
２
室
・
４
人

　
　
　
　
　
　
　
計
5
0
人

身
元
引
受
人

　
２
人
の
身
元
引
受
人
が
必
要

費
用

　
月
額
で
次
の
利

用
料
が
必
要
で
尤

（
事
務
員
及
び
生

活
費
に
つ
い
て
は
、

年
度
途
中
で
改
定

宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー

彫
刻
展

　
深
ま
る
秋
の
一
日
、
文
化
セ

ン
タ
ー
で
芸
術
に
親
し
み
ま
せ

ん
か
。
今
回
は
宇
治
市
在
住
の

三
人
の
作
家
と
、
京
都
の
新
進

気
鋭
の
三
十
代
の
作
家
六
人
の

作
品
を
合
わ
せ
て
展
示
。
現
在

の
京
都
の
彫
刻
界
の
動
向
を
市

民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
大
い
に

芸
術
に
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
い
う
企
画
で
す
。
ま
た
期
間

中
の
九
日
出
に
は
『
出
品
作
家

と
彫
刻
を
観
る
』
と
し
て
交
流

の
場
も
設
け
ま
す
。

■
会
期

　
1
1
月
６
日
脚
～
1
4
日
俐

■
会
場

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

○
管
理
費
　
２
万
円

○
生
活
費
　
４
万
3
6
7
0
円

○
事
務
費
　
１
万
～
４
万
5
0

0
0
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

　
各
部
屋
で
使
用
す
る
電
気
料

金
、
水
道
料
金
、
電
話
通
話
料

な
ど
は
個
人
負
担
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容

　
　
サ
ー
ビ
ス
は
、
「
三
回
の
食

事
」
「
入
浴
」
を
中
心
に
、
各

種
生
活
相
談
や
助
言
も
行
い
ま

す
。
ま
た
、
各
部
屋
に
は
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
が
備
え
ら
れ
て
お
り

緊
急
時
も
安
心
で
す
。
援
助
が

必
要
な
と
き
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
や
併
設
の
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　
入
居
申
込
書
（
市
役
所
長
寿

社
会
対
策
課
、
宇
治
明
星
園
、

各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込

み
を
。
詳
し
い
案
内
書
も
あ
り

ま
す
。
申
込
書
に
よ
り
審
査
し
、

後
日
個
別
面
談
の
う
え
、
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
。
入
居
は
平

成
９
年
４
月
か
ら
の
予
定
で
す
。

｀
申
し
込
み
先

　
宇
治
明
星
園
内
「
ケ
ア
ハ
ウ

　
ス
あ
さ
ぎ
り
」
開
設
準
備
室

　
（
〒
６
１
１
冤
道
岡
谷
1
6
の
３
、

　
昔
２
３
°
6
9
2
2
）
Ｏ

　
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー

■
出
品
作
家
（
敬
称
略
）

　
大
倉
侍
郎
、
藤
庭
賢
一
、
村

上
泰
造
、
石
田
陽
介
、
岩
野
勝

人
、
岡
普
司
、
吹
田
哲
二
郎
、

津
村
健
一
、
長
谷
圭
城

■
「
出
品
作
家
と
彫
刻
を
観
る
」

　
９
日
出
、
午
後
２
時
～
。
中

央
公
民
館
会
議
室
。
彫
刻
を
観

た
後
、
作
家
と
交
流
会
を
開
き

ま
す
。
先
着
3
0
人
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
（
0
2
0
・
2

1
1
1
）
。
入
場
無
料
。
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11月は年金月間

　11月は年金月間です。国民年金は、

老後の生活を支えるだけでなく、病気

やけがで障害が生じたときや夫が亡く

なったときに、障害者や遺族の生活を

支える制度です。もしものときや老後

を安心して暮らすためにも、必ず国民

年金に加入しましょう。

問い合わせ…国民年金課（a内線2312）

こんなときは届け出を
　届け出なかったり、遅れたりすると将

来年金を受けられないことがあります。
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市役所の電話番号は　22-3141

所在地は〒611　宇治琵琶33です
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福　祉

■身体障害者デイサービス

　〈年賀状の書き方教室〉ワープ

ロや印刷の年賀状に一言自筆で書

き添えてみませんか。【〉対象…聴

覚言語に障害のある人[〉とき…11

月14日・28日・12月12日の木曜、

いずれも午後７時半～Q時C〉とこ

ろ…総合福祉会館C〉内容…筆ペン

で書＜年賀状、慶弔の作法U＞参加

費…無料[〉定員…先着15人　圃11

月11日側までに社会福祉協議会

(ファクス22-5654)。

■在宅老人家族介護者教室

　C＞とき…11月９日(土)、午後１時

半o時半C〉ところ…小倉ディサ

ーピスゼンターC〉テーマ…｢入浴

の介助・移動動作｣【＞参加費…無

料[gii月７日俐までに小倉ディ

サービスセンター(萱21-6294)。

スポーツ

■アウトドアスクール｢島

　の自然に学ぶ｣

　瀬戸内海に浮かぶ小島で自然を

楽しんでみませんか。[〉とき…11

月23日圈午後１時～24日(日)午後３

時40分(姫路港集合・解散)【＞行

き先…兵庫県家島町西島[＞対象…

小学４年～６年生とその家族[＞参

加費･･･大人・子どもとも各7000円

(島までの交通費は各自負担)E＞

定員…先着20人　困n月11日C月)ま

でに市民体育課(S内J叙621)へ

■スポーツひろば

　E〉とき…11月10日(日)、午前９時

半～正午E〉ところ…黄壁体育館E〉

内容…ソフトバレーボール、ぺ夕

ンク、囲碁ボールほか[〉参加費…

無料[＞持ち物…上靴　回市民体育

課(a内線2621)。

■かんぼ市民ウォークラリー大会

　l＞とき…11月24日(日)、午前９時

府立宇治公園(塔の島)集合[＞対

象‥･小学４年生以上(小学３年生

以下は保護者同伴で)[＞参加費…

無料圃はがきに｢ウオークラリ

一申し込み｣、氏名、住所、年齢

を書き11月15日囮(必着)に市民

体育課(宇治琵琶33､昔内|泉2621)

へ。当日申し込みもできます。

公民館・青少年センター

■大久保青少年センター

　おはなし会は当日参加。ほかは

同センター(ZS44-7447)へ申し込

みを。

　　〈社会見学｢二条城・御所｣〉

[＞とき…11月９日出、午前８時45

分～午後４時。市のバスで往復[＞

対象…小・中学生[＞参加費…160

円[〉持ち物…弁当、水筒、おやつ

[〉定員…先着35人。

　　〈野外活動体験教室〉[〉11月17

日(a).午前９時～午後２時[〉内容

…野外での過ごし方とクラフトづ

＜りなどE＞対象…小学３年～中学

政市治宇

生とその親E〉参加費…20)円【〉持

ち物…弁当、水筒などC＞定員…先

着40人。

　　〈小学生の国際交流学習〉[＞と

き…11月24日(日)、午後１時～２時

[＞テーマ‥･｢外国を知ろう、みん

な友だち｣{〉対象…小学生[＞参加

費…無料t＞定員…先着25人。

　　〈おはなし会〉【＞11月13日伽・

27日伽、いずれも午後３時半～４

時[＞対象…幼児と小学校低学年t＞

内容…紙芝居やお話などC〉参加費

…無料。

■宇治公民館

　　〈年賀状教室〉自分だけの年賀

状を作りませんか。【＞とき…11月

23日、30日の土曜、午後１時半～

4時【〉参加費…300円C〉持ち物…

彫刻刀、バレン、水彩用具[＞定員

…先着30人回同館(S21-2804)。

■小倉公民館

　　く米消費拡大事業・食を考える

講座｢秋の味覚と骨を丈夫にする

献立｣〉E〉とき…11月20日團、午

前10時～午後２時E＞内容…骨を丈

夫にする食生活の話と調理実習t＞

指導…食生活改善推進委員｢若葉

の会｣[〉持ち物…三角きん、エプ

ロンなど[＞参加費--･･無料[〉定員…

先着25人　圃同館(昔22-4687)。

保育(おやつ代100円)あり。

小倉公民館

まつり
　11月9日出(土)・10日(日)

　午前10時～午後３時

サークルの作品展示・発表、

遊びの広場、憩いの広場など

楽しい催しがいっぱい。

、　<駐車場はありません〉

　　圃同館（022-4687）

■広野公民館

　　〈広野婦人学級〉私たちの豊か

な未来を考えてみませんか。E＞と

き・内容…下表のとおり。いずれ

も午前10時～正午[＞対象…市内在

住の女性[〉参加費…無料[〉定員…

先着50人　圃同館(き41-7450)。

保育(おやつ代100円)あり。
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　　〈子ども茶道教室〉【＞とか･･11

月～９年３月の毎月第２土曜、午

前10時I～正午[〉対象‥･小学生[〉参

加費･‥1回100円[〉定員…先着10

人圃同館(容41-7450)。

■中央公民館

　〈時事問題講座〉私たちの暮ら

しに関わる｢税｣について学びま
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しょう。E〉とき・内容…下表のと

おり。いずれも午後２時～３時半

C〉定員…先着50人E〉参加費…無料

　圃同館(20-1411)。
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講座・教室

■城南地域職業訓練センター

　回同センター(S46-0688)。

　〈ワ､－プロ初級一太郎Ver5〉

＞12月２日～12月12日の月・火‘。

木・金曜、午前９時半～午後３時

半。 14回E〉受講料…１万2200円。

　　くパソコン表計算初級エクセル

W3.1版〉[＞とき…11月28日～12

月16日の月、木曜、午後６時半～

９時。６回[＞受講料…9000円。

　　〈パソコンWindows95〉C＞と

き…11月28日~12月16日の月・木

曜、午後６時半g時。６回[＞受

講料…9a:)O円。

催　し

■国保わいわいボウリング

　家族みんなでスポーツしません

か。【〉とき…12月１日(日)、午後１

時半～[＞ところツ松園ボウル(近

鉄小倉駅東)[〉対象､‥国民健康保

険加入者とその家族(/J厚生以上)

[＞参加費…無料[〉定員…先着100

人圃国民健康保険課(a内線22

65)。

■児童書テーマ展示｢いろ

　いろな仕事の本｣

　お肉屋さん、ヶ―牛屋さん、イ

ンストラクターなどたくさんの仕

事の本を集めました。｢何になろ

うかな｣と考えながら読書してみ

ては。[＞期間…11月１日團～29日

團∧回中央図書館(容20-1511)。

■同和問題を考える市民講座

　C＞とき…11月５日叫、午後７時

~1＞ところ…広野公民館C〉テーマ

…｢同和問題の今日的課題｣＝日

本文化史研究所所長・岩國久暇さ

んt>参加費…無料　回同和対策室

(s内線2221)。　＼

■宇治川フォーラム

　[＞とき■■■11月９日出、午後１時

半～午後３時[〉ところ…京都醍醐

プラザホテル[〉内容…講演｢糖尿

病の予防と運動｣＝名古屋大学教

授・佐藤祐造さん[＞参加費…無料

　囲健康医療課(S内線2331)。

■巡回無料法律相談

　C＞とき…11月12日(火)、午後１時

~3時[＞ところ…市役所市民相談

室[〉担当…京都弁護士会所属の弁

護士[〉定員…先着10人(予約･il"要)

　[囲広報課市民相談係(a内線20

79)。

■東宇治図書館｢手作り布

　の絵本教室｣

　布絵本を作って、子どもたちと

遊びませんか。[〉とき…11月５日

脚・12日脚、いずれも午後１時半

～O時半[＞ところ…東宇治コミュ

ニティセンターC〉持ち物…裁縫道

具、はさみE〉参加費…500円［〉定

員…先着20人　国東宇治図書館

（容32-2232）。保育あり。

お知らせ

■就学時の健康診断

　来年４月に小学校に入学する幼

児（平成２年４月２日～３年４月

１日生まれ）を対象に就学時の健

康診断を各小学校で実施しますの

で、必ず受診してください。対象

となる家庭にはすでに通知してい

ますが、まだ届いていない人は学

校教育課（a内線2613）へ。

■11月は毒物劇物防止運動月間

　毒物、劇物の取り扱いには次の

ことに注意しましょう。◆保管は

鍵のついた専用の保管庫で◆容器、

貯蔵場所には「毒物」「劇物」の

表示を◆誤飲防止のため飲食物用

の容器は使用しない◆廃棄は決め

られた方法で行い、不法投棄しな

い◆震災対策を行い、保管庫の転

倒による毒物、劇物の飛散の防止

を回宇治保健所（昔21－2191）。

■第14回私のまち写真コンテスト

　C＞テーマ…「まちの表情やまち

を舞台とした人々の生活、活動」

C〉規格…白黒かカラープリントで

キャビネ判～四ツ切り　匝］作品の

裏に題名・撮影場所・撮影年月日

・作品の意図・氏名・年齢・性別

・住所・電話番号を書き、閲日本

交通計画協会内「私のまち写真コ

ンテスト」事務局（〒113東京都

文京区本郷2-15-13）。　9年１月31

日出（必着）まで　国都市計画課

（昔内線2411）。

■第14回まちづくり標語

　［〉主題･‥魅力あるまちづくり、

愛着と誇りの持てるわがまちを作

っていくための合言葉　匝］はがき

に作品１点と、氏名、住所、年齢、

性別、職業、応募部門（一般の部、

児童・生徒の部）を書き、副都市

計画協会内「まちづくり月間実行

委員会標語募集係」（〒102東京都

第15回

「中学生の主張」大会

卜
昨
年
の
大
会
か
ら

　
国
民
の
人
権
を
擁
護
し
啓
発

す
る
た
め
の
人
権
擁
護
委
員
。

毎
月
第
一
木
曜
に
は
定
例
の
人

権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
長
年
、
ご
活
躍
い

た
だ
い
た
北
川
稔
さ
ん
に
代
わ

り
、
東
増
一
さ
ん
が
十
月
一
日

付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
新
し
い

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
三
年
で
す
。
問

い
合
わ
せ
は
広
報
課
市
民
相
談

係
（
容
内
線
2
0
8
0
）
へ
。

人
権
擁
護
委
員
に
東
さ
ん

千代田区紀尾井町3-32)。12月31

日(火)(必着)まで。回都市計画課

(a内線2411)。

■ポリオ生ワクチンの服用

　秋のワクチンの服用が始まりま

す。[〉日程・会場…下表のとおり。

いずれも午後２時～３時半【〉対象

‥･生後３ヵ月以上７歳6'力月まで

で２回服用していない子ども【〉服

用できない場合…○ＢＣＧ、麻し

ん、風しん、水とう、おたふくか

ぜの接種を受けるか、治ってから

４週間以内　○三種混合か日本脳

炎予防接種を受けて１週間以内

○下痢をしている[＞持ち物…母子

健康手帳　西保健予防課(a内線

2261)。車での来場はご遠慮を。

療
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1
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年
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11月16日(土)・文化センターで

　
十
一
月
は
全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
期
間
、
市
で
は
市
民
の

皆
さ
ん
に
青
少
年
の
健
全
育
成

に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
、
第
十
五
回
宇
治
市

中
学
生
の
主
張
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
「
い
じ
め
」
「
不
登
校
」

と
い
っ
た
青
少
年
問
題
が
今
日

的
課
題
と
し
て
大
き
な
関
心
を

呼
ん
で
い
る
中
、
宇
治
市
の
中

学
生
は
何
を
考
え
、
悩
み
、
求

め
て
い
る
の
か
。
市
内
中
学
校

の
代
表
九
人
が
力
い
っ
ぱ
い
訴

え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
…
‥
１
１
月
1
6
日
出
、
午
後

１
時
半
～
ｔ
時

▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル

▼
内
容
…
○
発
表
「
中
学
生
と

し
て
友
人
、
大
人
、
社
会
に
う

っ
た
え
た
い
こ
と
」
な
ど
を
テ

ー
マ
に
　
○
南
宇
治
中
学
校
中

国
文
化
研
究
部
に
よ
る
中
国
楽

器
の
演
奏
、
中
国
の
歌
の
発
表

▼
参
加
費
…
無
料
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献血

治宇 市 りよだ政
‐―－－‐－－‐－－－－－

　振興局。a21－2049．

■社会保険相談所　６日(水)=木幡公民館、

　20日t'J<)＝小倉公民館、午後１時半～４

　時。年金・健康保険など。回国民年金

　課(a内線2309)。

■暴力にかかわる困りごと相談　11日(月k

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。電話での相談も可。囲京都府

　暴力追放運動推進センターZS075－451

　－8930．　■　　㎜■

　市、社会福祉協議会では、こ
のほかにも各種相談事業を実施

しています。詳しくは８年度版

「市民カレンダーと手ぴき」をご

覧ください。　　づ

行発四順１勃心呼伴1
9

9

萌腸:;ご3でご

ａ
ｕ

ぐ り

＝ＩＩⅡ

ど、お魚博士、故末広氏の魚に関する軽妙な

語り口の記事を集めた本。魚が好きな人、そ

うじゃない人にも十分楽しめる一冊。

　　「明治快女伝　わたしはわたしよ」森まゆ

み著／労働旬報社

　文学や絵画、演劇、女性の地位向上運動な

どいろいろな分野のパイオニアとして活躍し

た明治に生まれの女たち52人の記録。後世に

名を残した人だけでなく、思いを遂げられな

かった人々にも温かい眼をそそいだ本。

発生
著

訂禦日
・

詐図
と

裂響ら
る

装ｊ

　
質
ム
の
類
様
写
分

　
地
一
川
分
の
一
な
　
゜

　
の
ル
模
察
容
ラ
イ
す

　
島
一
相
観
変
カ
デ
で

　
列
ヨ
・
　
ヽ
の
　
・
ン
鑑

会
本
シ
川
し
島
本
ハ
図

版
日
す
摩
集
列
る
で
い

出
は
わ
多
採
本
ぐ
富
す

学
原
ら
・
を
日
さ
豊
や

大
河
あ
川
石
て
を
が
り

海
　
を
荒
小
し
子
真
か

山
伽

日
　
日

1
6
2
7

ブ漂も
一
ニ

ー
｛

6
9

6

☆「やさしい星座のみつけ方」藤井旭・塩野

米松著／森本まりこ絵／ポプラ社

　春夏秋冬の星座の見つけ方を、図と写真で

分かりやすく説明した

星空のガイドブック。

この一冊でだれもが簡

単に星座を見つけられ

るようになり、星の神

話の世界も身近なもの

になるでしょう。

☆「ねこのハーキンズのおみやげ」リング・

イェトマン作／久米穣訳／河本祥子絵／偕成

社

レ目の不自由な男の子デイビットとねこのハ

ーキンズは、なにをするにもいつもいっしよ。

ところが思いがけない事件が起こり、パーキ

ンスはゆくえ不明になってしまいます。悲し

むデイビットに届けられたおみやげとは？

　　「想魚記一今度は魚に生まれたいー」末広

恭雄著／ベースボールマガジン社

　　r4 11.hs4 ●～≒山tJljsnnL嘩－へ・Ｊ

2
8
日
湘

2
7
日
伽

2
2
日
廊

2
1
日
田

2
0
日
伽

1
9
日
g

1
4
日
困

ａ
日
伽

1
2
日
脚

８
日
街

７
日
哨

６
日
伽

５
日
㈹

１
日
倒

日

北
横
島

棋
　
島

伊
勢
田

広
　
野

開
緑
ヶ
原

平
盛

西
大
久
保

大
久
保

吹
　
前

南
小
倉

北
小
倉

明
星
町

志
津
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三
室
戸

遊
　
田

南
陵
町

岡
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台
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駐
車
時
間

北
礪
島
小
学
校

Ｍ
μ
肆
句
％
嶮
刈

伊
勢
田
小
学
校

大
久
保
小
学
校

日
産
開
ア
パ
ー
ト
東
側

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

槙
島
小
学
校

南
小
倉
小
学
校

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

府
営
三
室
戸
団
地
内

西
小
倉
中
学
校
北
門

南
陵
第
二
児
童
公
園

岡
『
屋
小
学
校

五
ヶ
庄
福
角
市
営
住
宅

平
尾
台
第
一
児
童
公
園

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

木
幡
公
民
館
前

駐
車
場
所

時４　
　
一

●６日困√午前10時～正午＝宇治産業会

　館、午後１時半～2時半＝シンエー上

　羽事業本部南支店m島町目川）

飼えなくなった犬・猫

●毎週月曜、午前９時~10時半、宇治{I

　健所。

相談あんない

■宇治こころの電話　毎週月曜～金曜

　午前９時～午後５時、青少年問題のti

　みなどお気軽に。a24－0800．

■青少年相談　20日出､午後１時~4時

　宇治公民館。

・法律相談　毎週木曜、午後１時半～ｓ

　時半、定員は１回につき先着10人。竃

　会福祉協議会登23－0857へ電話予約を

　受け付け順に相談日・時間を決めます

・京都府交通事故相談　６日困･20日困

　午前９時～午後４時、京都府宇治地ﾌ

落
慶
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
道
長
は
、
こ

の
日
の
感
激
を
詳
し
く
自
分
の
日
記
に
書
き

留
め
て
い
ま
す
。
こ
の
二
年
後
に
多
宝
塔
が

完
成
し
、
イ
ラ
ス
ト
に
見
る
よ
う
な
寺
の
体

裁
が
完
成
し
た
よ
う
で
す
。

　
発
掘
調
査
で
は
、
こ
の
法
華
三
昧
堂
の
基

礎
の
部
分
と
、
多
宝
塔
と
思
わ
れ
る
基
礎
の

痕
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
一

辺
お
よ
そ
十
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
、
大
き
な

建
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
浄
妙
寺
が
建
立
さ
れ
て
か
ら
二
十
二
年
後

の
万
寿
二
年
、
道
長
は
木
幡
に
葬
ら
れ
ま
し

た
。
平
安
時
代
に
最
高
の
栄
華
を
誇
っ
た
藤

原
道
長
は
、
今
も
木
幡
の
ど
こ
か
に
眠
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
年
）
十
月
十
九
日
、

寺
の
中
心
と
な
る
法
華
三
昧
堂
が
完
成
し
、

　じょうみょうじ
一浄妙寺跡

に
葬
ら
れ
た
藤
原
氏
歴
代
の
菩
提
を
弔
う
た

め
に
、
藤
原
道
長
が
今
の
木
幡
小
学
校
付
近

に
建
て
た
寺
が
浄
妙
寺
で
す
。

住
宅
地
の
中
に
点
々
と
存
在
す
る
宇
治
陵
に
、

そ
の
名
残
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ

　
平
安
時
代
の
中
ご
ろ
以
降
、
木
幡
の
丘
陵

は
藤
原
氏
の
墓
域
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
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六地蔵・木幡・五ヶ庄・莵道・炭山・笠取　 11月のし尿収集日程

小倉・伊勢田・槇島・羽拍子・安田11/21
寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林i

芝ノ東（J R以西）　　　■
11/21

南浦(28～33、80～98、100～110)、大京団地、

蓮池

11/22

野添、谷前、梅林、五ヶ庄西浦(JR以西)、

新開(J R以西)、平野(J R以西)、

折坂(J R以西)、門前、池山、岡谷、只川、

冤道河原、荒槙(j R&.東)、田中(J R以東)、
妙見

11/22 ■山際　　　　　　　　　　　　　　．．廠

11/1・25
寺内､久保､老ノ木(府道以北)、天王(府道以北)、

西浦宇治・神明・開・広野・大久保・白川・志津

川
11/5-26

老ノ木(府道以南)、天王(府道以南)、東山、

西山(府道以東)、中畑、西畑
11/22 半白、東内、又振、山田、紅斎、志津川

11/1・25
福角(j R以西)、日皆田、岡本、上村、

大八木島、一里塚、戸ノ内、車田、丸山、平町

11/5・26 乙方、山本、蔭山
11/6・27 南堀池(本通り以北･以南､大和32～36)、堀池

11/11､12/2

戸ノ内、矢落(J R以北)、若森(J R以北)、
丸山、一里山(府道以南)、桐生谷(jn以西)、

東裏(J R以西と府道以南)、西裏、田原、

旦椋、井ノ尻、北ノ山

11/7・28

南堀池(田中､大和､大和一部西２号通り以北)、

南遊田､遊田、砂田、毛語一部､中ノ荒、井尻、

中ノ田、浮面、名木、安田町11/5・26

荒棋( R以西)､田中(3R以西)､大垣内、

谷下り、出口、森本､中筋､大谷､東中、西中、
藪里、段ノ上、東隼上り、西隼上り

11/8・29 中山(近鉄以西)、毛語、若林、南山、ウトロ

11/12､12/3

蛇塚､石塚(心華寺通り以西)､寺山(JR以西)、
茶屋裏、久保(J R&.西)、上ノ山、山ノ内、

大竹、南ノロ、平盛

11/6・27
折坂(J R&.東)、平野(J R以東)、

福角(J R&.東)、一番割､二番割 11/11､12/2

神楽田(山中含む)、西山(府道以西)、中央台、

北山Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ団地、毛語(府道以北)、

若林一部
11/7・28

南端(jR以東)、五ヶ庄西浦(J R以東)、

新開(j R以東)、笠取、池尾

11/13､12/4

･弐番(府道以北)､池森､樋ノ尻､里尻(JR以北)、

小桜､石塚(心華寺通り以東)、宮北一部、
寺山(J R以東)、宮谷、尖山一部(4番地)、

中島、久保(j R以東)

11/12､12/3 中山(近鉄以東)、大谷、羽拍子町　　　　廠

11/8 7 29 南山(Ａ)、広岡谷、芝ノ東OH以東)、三番割

11/14､12/5

春日森､－ノ坪､島前､大町､石橋(大川原線以西)、

中川原(大川原線以西)、大川原､東目川、

西目川､南落合(〇の通り~2の通り)　‥
1/11､12/2 南山(Ｂ)、南山畑、中村(JR以東)

1/12､12/3

六地蔵(J R以東･以北の全域)、花揃、赤塚、

陣ノ内(J R&.東)、正中(J.R以東)、御園、

東中(JR以東)、北畠、桧尾、平尾、須留、

金草原、御蔵山、畑山田、北山畑、

大瀬戸(J R以東)、炭山

11/14､12/5
一里山(府道以北)、桐生谷(JR以東)、

東裏(j R以東の府道以北)、開町
11/15､12/6 南落合(３め通り～13の通り)

11/18 ’
薗場(大川原線以北)、大幡､北内、門口、幡貫、

郡k石橋(大川原線以東)、吹前(市営住宅)
11/15､12/6 宮東、宮西、宮北

11/18
大谷、野神一部、小根尾、大開、

尖山一部(2番地・６番地)
11/19

中川原(大
国道以東)

吹前(市営

||原線以東)､十一(大川原線以東・

　十六(国道以東)、十八(国道以東)、

主宅除く)、

11/19

野神、大谷一部(上権現町を含む)、琵琶､弐番

(府道以南)、矢落(jR以南)､若森(jR以南)、

米阪、天神、金井戸、白川
11/19

六地蔵(J Riil西・以南の全域)、

陣ノ内(jR以西)､正中(JR以西)､木幡河原、

北島､東中(J R&.西)、西中、大瀬戸(J R以

西)、内畑、熊小路、中村(JR以西)、

木幡西浦、南端(J R&.西)、mノ東

11/20 南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

※収集漏れは収集口側から確認し、翌日（土・日・祝日

　を除く）に同組合へ。11/20
下居、善法、壱番、妙楽、里尻(JR以南)、
芯芸　借Ⅲ　ます宋
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